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研究成果の概要（和文）：次の目的に沿って研究を実施した。1. 卵子提供・代理出産によって形成される家族
について、調査研究を行う。2. 子どもにどのように告知するか、「出自を知る権利」をどのように保障すべき
かを検討する。 3. 国内での望ましい法制度や、国内の当事者に向けた支援策を検討する。上記のテーマに関し
て新しく出版された研究論文や刊行物を読み、検討した。ZOOMを用いてインタビューを実施した。海外の当事
者、国内の当事者にもインタビューを行うことができた。得られた情報のうち、公開可能なものはホームページ
に掲載した。得られたデータに基づいて、研究論文を執筆した。

研究成果の概要（英文）：Clarify what kind of experience the parties involved in egg donation and 
surrogacy have, provide support that meets the needs of the parties, and consider desirable legal 
systemization. While family formation using reproductive techniques such as egg donation and 
surrogacy has become widespread in Japan, the actual situation of the parties concerned is 
insufficiently understood, and the law and society have not been able to respond to various 
realities. 1) Conduct research on legal systems in other countries and activities of support groups.
 2) Understand the actual situation and needs of the parties. 3) Provide information and network to 
domestic parties.

研究分野： 社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を実施することで、非西欧社会を含めた諸外国の運用状況や当事者の声に関してより多くの情報を収集
し、新たな研究視角を得ることができる。当事者の声を元に法制度に反映させるべく支援ニーズを把握すること
ができる。国内には、当事者同士が対面で語り合える場はほとんどなく、当事者のエンパワーとテリングの促
進、そして子の福祉の増進に役立つことが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
卵子提供や代理出産など、第三者が関わる生殖技術を利用した家族形成が国内で浸透してき

ている一方で、当事者の実態についての把握が不十分であり、多様な現実に法や社会は対応で

きていない。こうした制度と実態の乖離を埋めるため、本研究を実施し、実態解明を進めるこ

とが必要である。 

このため、本研究では、以下を当初の研究計画として組み込んでいた。1.諸外国の法制度や支

援グループの活動等の調査研究を行う。2.当事者の実態やニーズを把握する。3.国内の当事者へ

の情報提供とネットワークづくりを行う。 

本研究を実施することで、非西欧社会を含めた諸外国の運用状況や当事者の声に関してより

多くの情報を収集し、新たな研究視角を得ることができる。当事者の声を元に法制度に反映させ

るべく支援ニーズを把握する。国内には、当事者同士が対面で語り合える場はほとんどないため、

本研究を進めることで、当事者のエンパワーとテリングの促進、そして子の福祉の増進に役立つ。  
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、国内外の調査研究を通して、卵子提供・代理出産に関わる当事者が、どのよ

うな経験をしているかを明らかにし、当事者のニーズに合った支援を行うことや、望ましい法

制度化を考察することである。本研究の実施期間中、「生殖補助医療の提供及びこれにより出

生した子の親子関係に関する民法の特例に関する法律」が施行された。代理出産、及び出自を

知る権利については今後 2年ほどを目処に議論を取りまとめていくとされた。長年、懸案だっ

た法律上の親子関係が明確にされたものの、当事者の実体解明と支援ニーズの把握は、途につ

いたばかりである。 

 
 
 
3. 研究の方法 
 文献によって情報収集を行うほか、インタビューを実施して当事者の声と実態を把握するこ

とを目指した。世界の情勢を把握するため、主として英語論文を検討した。また、時節柄、イン

タビューは web 会議システムを利用して行った。 

 

 
 
４．研究成果 

世界中に点在するグループや個人の中から、本研究にとって重要な対象を選び出し、電子メー

ルでアポイントを取り、Web 会議システムを利用してインタビューを行った。親のためのグル

ープ、精子提供で生まれた当事者、代理出産で生まれた当事者、代理出産で親になったゲイカ

ップル、当該分野で注目すべき成果を挙げている研究者にアポイントを取ることができた。イ

ンタビュー内容の要約を自身のホームページに掲載した。関連分野の研究者やメディア関係

者、学生など関心を持つ人々が自由に参照でき、この分野の研究の活性化に資することができ

た。また、自身が論文を執筆する際には、こうした資料を適宜引用することで説得力を持たせ

ることができた。研究内容の進捗に伴い、自身のホームページを改定し、海外に向けた情報発

信にも力を入れることができた。一方、国内の当事者向けに実施を予定していたセミナーは中

止することになった。国内の当事者へのインタビューを試みたが、ごく少数例のみにとどま



り、論文執筆までには至らなかった。今後も引き続き、時間をかけて調査対象者を発掘する必

要がある。 
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